
人間ドック健診施設機能評価 Ver.4 総合評価  

施設名：独立行政法人地域医療機能推進機構金沢病院  健康管理センター                       

受審施設の概要  

金沢病院は、石川県金沢市にあり、 2014 年に前身の社会保険病院から、独立行政法人地域

医療機能推進機構に移管した。  

健康管理センターは、社会保険病院時の 1987 年に、病院の健康管理部門として開設された。

病院併設型ではあるが、本院とは別棟となる旧看護学校の建物を改装した、広くゆとりある

スペースを活用して人間ドックや各種健診が行われている。病院との医療連携もスムーズで

ある。  

年間の受診者数は、一日ドック約 520 人、二日ドック約 360 人、その他の健診が約 34,200   

人、さらに検診車による巡回検診を約 38,900 人実施している。（ 2021 年実績）  

2016 年に初回の認定を受け、今回が初めての更新審査である。  

 

第１領域  理念達成に向けた組織運営  

健康管理センター（以下  センター）は、病院の一部門としての位置付けであり、独立行政

法人地域医療機能推進機構（以下  JCHO）の方針に沿う形で運営体制が構築されている。  

理念は病院と共通、基本方針はセンター独自で作成され、院内掲示とホームページへの掲

載で周知している。  

個人情報保護に関しては、 JCHO の規程に基づき管理され、個人情報保護方針や開示に関す

る事項は、ホームページにも掲載している。  

就業規則等の届出は適切で、ハラスメント対策は、相談窓口や職員用投書箱の設置がある。  

計画的な運営に向けては、 JCHO の中期計画に基づき、センター独自でも 5 年計画と予算書

を作成している。単年度事業計画や目標管理も明確で、事務室には目標数が掲示されている。

決算報告書では、健診の収支を他の保健事業と合算して計上しているが、センター独自で月

報を作成し、分析や検討を詳細に行っている。  

健診部門の位置付けやセンター内での指揮命令系統は、組織図で明確である。医師の体制

は、センター長を中心に、病院兼務や非常勤の医師を含めた体制でシフトを組んでいる。セ

ンター長が人間ドック認定医と人間ドック健診専門医を取得している他、各科の専門医を取

得している病院兼務医師が、判定や読影を含む健診業務に従事している。医師の入職時の資

格確認は適切である。医師以外の医療職は適切に配置され、日々の担当が明確である。人間

ドックアドバイザーや健康運動指導士が常勤で健診業務に従事している。  

教育体制は、病院に年間計画があり、不参加者は後日 DVD で視聴可能なしくみがある。外

部研修では、JCHO 学会・社会保険医学総会・事務担当者連絡会議等に参加している。一方で、

施設内における職種毎や健診に関する教育研修は、看護職以外では 計画的に行われていると

は言えず今後の課題である。  

医療安全管理体制は、病院の医療安全管理委員会にセンターからも参画し、インシデント

報告分析して再発防止策の検討がなされている。感染管理については、マニュアルに基づき

標準予防策が徹底され、感染性廃棄物は、最終保管庫の掲示や施錠等適切に管理している。  

災害対策は、防災訓練への参加に加え、センター独自でも災害発生時の行動を定めたアク

ションカードを作成している。  

情報の管理体制は、 JCHO の規程に基づき適切で、サーバ室は、施錠と記録簿による入退室

管理がなされている。薬剤や診療材料の在庫管理や発注は適切である。  

委託業務は、原則一般競争入札により選定され、随意契約は理由がホームページ上で公開



されている。事務業務の多くが委託されているが、個人情報の取り扱いを含め契約書やマニ

ュアルで詳細な取り決めがなされている。最終段階でプロパー職員がチェックする体制も構

築されており、適切な管理体制と判断する。  

配慮が必要な受診者に向けた対応は、マニュアルがあり、病院全体のバリアフリー情報が

ホームページ上に掲載されている。外国人受診者への対応は、マニュアルがあり、通訳の同

席を条件に受け入れる体制があるが、現在は全て定期健康診断の受診者である。  

 

第２領域  受診者中心の良質な健診の実践  

契約業務は、渉外担当者により適切に行われている。  

予約・受付・収受・会計、それぞれの業務でマニュアルを作成し、運営委員会等において

会計報告がなされている。  

人間ドック学会が提示する基本検査項目は全て実施されている。オプション項目は、子宮

がん・乳がん検診、上部消化管内視鏡検査の他、脳ドック、ストレスドック、胸部 CT検査、

腸内フローラ分析等多くの検査項目が選択可能となっていて、定期的に見直しされている。  

 受診環境については、吹き抜けの構造も含め広々とした清潔な施設環境が整備されている。

プライバシーへの配慮では、診察室や面接室は個室で、3 階は女性専用フロアとして、子宮が

ん・乳がん検診が女性技師により行われている。呼び出しは番号での対応が可能である。二

日ドックでは、専属のコーディネーターにより円滑に検査が行われるように配慮され、専用

の待合室や食堂、宿泊設備が併設病院に準備されている。内視鏡検査室は、併設病院への通

路に接して設置され、待ち時間なく実施されるように配慮されている。身体計測、採血検査、

視力 ･眼底等の検査についてはプライバシーに配慮して個室あるいはパーティションを設置

して検査が実施されている。  

受診に関する事前の情報提供では、健診前に送付される書類に健診日程のお知らせ、オプ

ション検査案内、検査に関する説明、注意事項等丁寧に情報提供が行われている。健診当日、

受付後に受診者の情報確認のための医療面接が行われているが、医療面接担当者に関しては

さらに適切な体制作りが望まれる。受診者の質問や相談に対応する体制は整備されている。

受診者が急変した場合のマニュアルが整備されていて、受診者急変時は併設病院の救急外来

で対応する連携がとれている。AED が 1 階受付に設置されていて、BLS 訓練が定期的に行わ

れている。  

精度管理体制では、検体検査は施設内検査室と施設外検査機関で行われているが、内部精

度管理、外部精度管理が実施され良好に管理されている。生理検査や画像検査の各種検査器

機は保守点検、定期点検が適切に実施されている。マンモグラフィは精度管理中央機構の施

設認定を受けている。画像検査は専門医による二重読影、判定が実施され、心電図、眼底検

査は専門医が判定する体制となっている。検査結果の判定は日本人間ドック学会の判定区分

に準拠している。  

医師による結果説明は、一日ドックで 79.4％、二日ドックでは 100%の受診者に実施されて

いる。一日ドックでは、一部の画像検査の説明が行われていないので、実施率の向上と併せ

てさらなる体制の充実を望む。  

保健指導については、充実した体制が整備されている。保健師、看護師、人間ドックアド

バイザー、健康運動指導士の資格を取得した専門スタッフから必要な生活指導や受診勧奨等

の保健指導が行われている。指導内容は健診システム内の個人ファイルに記録され次回の受

診時に活用されている  

 

第３領域  継続的な質改善の取り組み  

受診者の要望を把握する体制については、センターの各階に設置された意見箱や二日ドッ



ク受診者に行われるアンケート調査により把握されている。意見や要望については、委員会

で検討され対応する体制がある。  

フォローアップ体制は整備されていて、精密検査が必要な受診者には、精密検査依頼書、

経過観察で再検査が必要な受診者には再検査結果を記入して頂く返信用紙を結果報告書に同

封してフォローアップが行われている。一定期間後に返信がなく受診が確認できない受診者

には、再度文書での受診確認や受診勧奨が行われている。悪性疾患に関する精密検査指示率

は適切で、精密検査が実施されている。重症化予防が必要な受診者および経過観察が必要な

受診者へのフォローアップについては、今後のさらなる積極的な取り組みに期待したい。  

健診結果、健診実績については、統計や分析が実施され、年報と健診概要が作成されてい

る。健診実績の一部はホームページに掲載されていて閲覧することができる。人間ドック学

会への演題発表を含め学術的検討が継続的に行われている。  

受診者に向けた情報提供としては、院内報を発行し、受診者数や精検実施率等を掲載して

いる。また、健診フロアでは、フードモデルの展示や健康教育 DVDの放映がされている。現在

休止中であるが、利用事業所の健康イベントに健診啓発ブースを出店する等の取り組みが あ

る。  

保険者や事業所へは、渉外担当者が定期的な訪問を行い、要望の把握を行っている。健康

経営に関する意識や取り組みを聞き、健診施設として協力できる事項を検討するしくみがあ

り、保健師が訪問して健康教育を行う計画がある。  

業務改善に向けては、施設・各部署・個人、それぞれのレベルで、毎年目標を設定してい

る。個人目標については、半期毎に上長が面談を行い、達成度を含めた評価を実施している。  

 

総括  

社会保険病院時からの健診実施経験を活かしつつ、人間ドック健診施設としての質向上に

取り組んでいる。リラックス体験やストレスドックといった独自の企画もある。  

また、機能評価受審を契機とした改善活動が継続し、前回の指摘事項も多くが改善されて

いる。  

一方、結果説明やフォローアップの体制については、まだ向上の余地があり、さらなる取

り組みに期待したい。  

総合的見地から、人間ドック健診施設機能評価の認定（更新）に値すると判断する。  

 

審  査  日   2023 年  4 月  13 日  

認定承認日  2023 年  4 月  22 日  

 

 

 


